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滚
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ら
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û
c
p

〕

_
'.
■

で
.：
1

時

的

の

結

果

を

全

く

差

し

措

：S
,

て

、

も

-o'
ぱ

ち

そ

れ

か

ら

生

^

る

永

久

的

の

事

態

^

注

意

.を

向

け

て

.
ゐ

ふ

と

；
ぃ

ふ

ヒ

.と

.
に

あ

>

^

」

:0

• 

. 

. 

-

.

.

.

.

.

.

.
 

- 

•
. 

,
. 

. 

. 

. 

.
'
•
/
. 

• 

• 

- 

- 

.

>

-

 

- 

•

ハ
ソ
ー
ン
，ト
X

、
：マ
ル
サ
：ス
3

V

I

I.
.
.
. 

-
1
 

. , 

(
f
.

.

.

.

.

.

.
 

- 

. 

•■ 

. 

.

.

.

.

. 

.

«.

:

均

衡

論

的

立

場

は

明

^

で

あ

る

：0

ー
.か

く

て

、

翁

.タ

^

 

ユ

丨

>

の

：理

論

洚

ぷ

カ

：
ァ

^-
す

の

理

.；1

と

' 0
關

聯

を

考

察

す

亇
ル
金
流
掛
、
：
:-
:

^

過
程
に
氣.ザ

$

汸
ァ
#
才
^

か

ら

？

:過

渡

■

變

動

過

：程

.は

.
無

爾

さ

扣

、

.

ち

H

.

l

A

於̂

^

鍋
海
の
み
が
嘴
が
上
ら4

.":

こ
、の̂

1

出
、の
過
程
.
が
！

質̂

‘
考
べ
ら
：れ
た
や
ぅ̂
思
ば
^
る
..の.で
あ
：冬0
.
:
'
か
冬
る
觀
點
か
ら
考
察
す
る
な
：

&

^

ァ
ド
，
ォ
，
と

ソ

ー

ン

ト

ン

の

立

^ -
の
ー
相
：
遠

は

、

«

-

-

 

'

.三

七

-

'

c

l

l

:

l

aL
'〕

v

:



.
H

s

^

v

'
v

'

.

..

^ ;
、

.：：
义

;'
€

ユ
；馨

七

/ ^
淡

#

4

^

^

:

:

:
^ -
;

調

節

£

適

用

す

る

か

、
，

’
の

相

違

-
と

し

て

簡

眾

に

片

付

け

る

こ

と

の

爪

來

る

も

の

で

は

あ
，
り

得

な

い

じ
、

又

H

ン
，ヂ

H

ル
、の

晋

ふ

如

く

、

一

.

次

に

、

我
為
：は

他

の

觀»

か
，ら
リ
カ

'

ァ
ギ
ォ
理
論
と
ソ
ー
ン
ト
ン

=
=

マ
ル
サ
ス

n

ミ
-
ル

等

の

理

論

と

の

立

場

上

の

相

違

を

へ

指

摘

し

#
 ヾ

.
;
る

.-
0

: *
^

.

-

前

者

の

理
.

論

は

供

激
_

の

立
::
«

か

ふ

趣

論

患

展

開

ぜ

ん

と

ヤ

务

其
1

^

; >

へ

馨

必
.

職
,

は

需

要

侧

の

立

場

如̂.
:

现
：論

;:
5

:
展

開 

一•

唯
ん

i

ず
：名

.
の

で

潘

ゎ

、.

t

C D
s f

の
輸
違
：は

貨

幣((

，
金

ぞ

艿

至

財

貨

铃

讣

罗

^

ス

ブ

ボ
^

^
 

.

.
 

鄭

あ

、;.
•
'
.リ

カ
'

ァ
ド
身
：に
あ
減
て.
は

過

剩

な

貨
«

、(

金
>

へ
は
、.

先

づ

輸

出

さ

れ

る

の

，で
.

あ

る

が

如

何

な.
る

.
越

由

私

ぢ
_

出
.
ざ

れ

.る

の

で

あ

.

.

.
 

:

. 

ノ 

.

.

.
 

-
 

...
 
..、
*

'
.

.
•

,

.

'

/
-,
 

*

 

' 

ハ

-
 •

.

. .
•..

い.
.‘
.

.
 .
.
 .
 

: 

. 

.;、
■
'

,

,

る

か

サ
1/
.
.カ
ー
ァT

ォ
i±

言

ふ

。
：—1

正

貨

ぬ
.
輸

出

は

そ

れ

：が

そ

の

國{ C

有

利
.

で

あ

ふ

に

非
.
ざ

.

れ

ば
'
 

如

；何

な

各

他

の

：貨

物

お

り

も

'わ

い

多

く

. 

' 

,
 

パ
ノ
.「

^

19
^ /
•.
丨 

'.

r

1:
J0
>l
y

•ぐ

'
'
:
, 

.

.

輸

出

さ

れ

名

；管

梂

な

か

七

1

':
'

:「

.雜

貨

0 '
#

出

柏

，
 

,

-;,
'

.

:へ

' 

.

'

.
'.

:
■•
-
:

リ
カ
：ァ
卞
ォ
忙_
あ
へ
つ'

て
尨
？'

質

易

過

程
.

は
、

^

侧
© -

事

歡

如

何

と

は

翁

關

係

：に

考

察

ざ

れ

：て
房

€

-

貨
^

-
■•
-
< 

-
*.
■•
.
"

 

. 

.

. 

- 

- 

- 

.

. 

“

r

'.
.-'':.-

■-
-
ぐ
-

-

i

 

べ
厂
ぺ
：
-

:,
,
.
.

■

.
 

*

.

•

.

.

 

. 

.
、
'，
.へ

.

.

.

パ

;̂
れ

、

：
そ

れ

が

還

ほ

れ

岑

の

^

マ

輸

出

者

0

利

澗

猶

得

動

機

：に

ギ

^

の

セ

あ

％

 

:蒙

.の

：.點

に

：於

て

、

’
.盗

の

流

时

. 

入

^

^

貨

の

流

出

久

- i
同

視

し

令

ヶ

と

：す

：
る

_

謬

が

見

出

.ざ

れ

る

の

'
で

.お

か

が

、

^

ア

：ィ

；
：1

:
ル

1 '
ー
«

ふ

細

ぐ

广

金

が

.國

際

的

決

濟

.手

段

と

し

• 

• 

. 

V

.

へ

.
、

、
/

 
ノ
 

：

：

.

'■

’
■-
•■
'

.
■

'

. 

. 

-

:

ぺ

卞

过

ノ

 

\

:,て
；の

み

顧

際

的

杧

輸

出

人

さ

れ
.

る
- &

い

：
ふ

尊

ば

：
、
.
.

'̂
;

カ

分

ォ

：：に

於

て

'|
*

-

'
嚷

；，
2

)

4:
肢

貨

も

外

警

の

#

要

：に

，ょ

.
り

輸

出

さ

^

を

9 '
で

：ば

：な

ギ

て

'^
.

^

給

侧

の

*

場

：の

.み

が

ら

考

へ

ら

：れ

、

«

要

側

の

要

0-
-

は

無

視

さ

れ

七

居

和

_

 

パ

■

•
 

•
• 

.

. 

• 

. 

. 

.

. 

.

.

.
: 

" 

. 

' 

. 

. 

.

. 

.

:
 

r 

.

:

.

.

.

.

•

, 

, 

. 

:
. 

, 

>
. 

.

. 

. 

ノ

、
 

. 

.

.

. 

.

•

.

•

•
 

. 

. 

.

■

次

に
>

 

!

ン
ト

.

ン
.

の

立

場

を

漭

察

す

：る

紀

？
,

さ

き
0

引

用
^

 

國

際

的

決

濟

乎_

:

と
“

.て
、

他

の

財

貨
.

•
?■ 

... 

• 
•
 
• 

.

.

.

.

.

. 

« 

• 
-
 

.
 

.
 

、 

•
.

よ

力

も

何

時

で

も

：
.
ョ

 

>

 

有

利

な

用

途
^

向

げ

得.'ら

れ

名

も

：
の

.
で

.

あ

を

か

ち

：、'

何

時

で

^

外

國

に

於

'

.で

受

取

ら

れ

る

が

故

に

、

輸

出

さ

れ

る

。

'

. 

V

,

.

-
 

V
 

- 

M :
潰

の

'
場

<

:-
|

同

顧

: ^
^

る

,°
財

濟

も

外

國

の

き

要

に

應

じ

て

'輸

出

さ

れ

^

.
の

.
で

，
あ

る

.，が

ら

、

：

外

終

の

需

要

を

增

.大

、
^

輸

出

を

可

能

な

. 

名

し

め

る

た

め

に

は

、

輸

- W
品

の

價

格

を

低

下

せ

し

め

る

.
こ

と

が

必

要

^

J

さ

.
れ

る

の

で

あ

る

，
P

ソ

U

ン

'ト

^ :
の

和

\

:
る

泣

場

は

、

へ

そ

の

ま

：
 

マ

ル

サ

.
ス

.
、

’
ミ

ル

と

.受

繼

が

れ

た

以

で

あ

る

が

、、此

處

で

は

、

贸

站

過

蓖

が

輸

入

側

の

赛

情

、

從

つ

.
て

.
需

要

働

の

立

場

か

ら

說

明

さ

，
 

;
れ

て

ゐ

名

の

で

•あ

り

、

供

.給

狐

の

_
立

揚

か

ら

贸

易

過

程

を

說

明

す

る

リ

>

ァ

ド

ォ

の

立

場

と

明

確

に

對

立

す

る

ね

で

ル

务

タ

.

,'
;

。

^
^

ぐ

:-
M

Jb

述
パ
れ
と
一H

:

名
が
ぢ
麥
灌
，感
が
ぜ
K

:>

の
一
理_

立
場
は
、(

做
給
側
卿
の̂
 

ぁ
カ
、%

!

ン
：ト
ン 

^

マ‘
ル
：タ
.
ス.
、.
：ミ
ル'
も
.同
じ
ド
の
琎
論
璧
場
は

c
fr
k

l) 

s
c
a
r
d
p
.

 

H
i
g
h

 P
r
i
c
e

 o
f

,

Bullion. E
c
o
n
o
m
i
c

 E
s
s
a
y
s

 b
y

 

D
.
R
i
c
a

'a
o
'
d
o
n
n
e

't
s 

R
. 

p. 3
.

/J
y
w從
夫
驛

「

リ
カ
ア
、ド
ォ

.
货
愀
銀
行
論
集

」

H
n
a
A
O 

i 

. 

■ 

. 

■

■ 

. 

■ 

-
. 

■ 

• 

. 

. 

• 

-

; 

. 

*
. 

■ 

■

. 

■ 

-
. 

■
: 

• 

■ 

■ 
>

■

圓
•
• 

-
、
 

. 

■
■ 

• 

- 

- 

. 

• 

■ 

< 

. 

. 

•

圓

•
 

.
-
. 

■ 

-■ 

.

(

評
2〕

リ
カ
ア
ド
ォ
问

-<
1
、「

济
_

'0
流
通
媒
介
物
の
似

#:
は
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
流
通
せ
し
め
ら
れ
る
諸
货
，物
，の
防
値
に
對

.し
て
、
.
或
る|

宛
の
趴
ム
卩
を 

保
持
し
て
ゐ
る
。

…

；
1
:
.
:
,
そ
の
割
合
は
施
通
の
速
度
、
取
引
者
卯
に
が
布
す
る
信
仟
及
ぴ
信
卯
の

^
度
、

殊
に
銀
行
業
表
の
贤
叨
な
る
沽
砌

£

依
存

.

す
る
。

.

.

.

..以
下

の

舰

察

に

於

，て

、

私

が

.#
に
同

1
程
度
の
，信
任
及
ぴ
信
川
の
亦
农
し
て
ゐ
る
こ
と
を
假
足
し
て
ゐ
る
こ
と
を
、
欢
知
し
て
扣

い
て

*%
£>
い
た
い
.
0

」

，
と
0

Q
cy

*
^
 ̂

/

小
畑
靜
七
九
灯

|
八
0;
頁〕

’ 

.

. 

” 

. 

(

評
8〕

リ
カ
ア
ド
ォ
の
阈
際
的
货
幣
的
均
衡
の
杓
稃
を
な
す
货
幣
順
値
と
財
货
似
値
と
の

1|
1
]に
於
け
る

一.'

记
の
，俏
値
此
相
對
關
係
の
成
立
と
、
各
_
に 

.

於
け
る
货
幣
啊
値
の
均
等
の

.成
立
と
は
矛
机
免
く
兩
立
す
る
も
の
で
は
な
い

0
,

(

扔
出
似

「

|^
際
贸
易
观
論
序
說

」

六
‘五
更
丨
六

.六
]:
4〕

然

し

，
、

こ

の

場

.

介
、
リ
カ
ア
ド
ォ
の
意
味
す
る

.國
際
枘
货
幣

M
値
の
均
頌
は
爲
籽
啪
場
で
測
っ
て
均
筇
と
い
ふ

'
©で
あ
る.0 

. 

V

 

c
ff
f

e

A
, 

s

l

o

, 

ibid, 

P
R

 

4
—
5
.

小
.
畑

譯

三

艽

只

丨

三

六

邱

.

,

 

' 

一
.

(

訊
6〕

こ
の
場
介〔

リ
カ
ア
ド
ォ
の
贾
ふ

「

稀
少
仲」

は
虫
觑
的
な
，总
味
の

.も
-の
で
は
な
く

>,
,
弈
餽
的
な
規

^
に
則
し
て
の

「

稀
少
性」

で
あ
っ
た
。
 

貨
胳
攸
値
決
记
翦
闲
と
し
て
相
摘
さ
れ
た
こ
の

「

赖
少
饨」

こ
そ
、
-
命
龆
ホ
；義
的
见
解
と
命
数
最
齓
的
觅
斛
と

-«
>
述
船
環
で
あ
っ
た

0

人

,

XV
典
增
派
ト
ラ
ン
ス
フ
テ
ー
规
論
の

W
檢

討

、
'

、

’ 

■
、

‘、

.

、

.
'
■[
•

三

九

0
1
1七
ブ

：îr_
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釋
し
て
、
こ
、
か
ら
、
先
に
引
用
'し
た
凶
作
の
發
坐
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：れ
に
、伴
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穀
物
輸
人
超
過
：と
'
金
流
迪
を
：
Q
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<

^

つ
て
兩
廣
の
間
.
に
展
開
さ
，れ
た
論
费
を
改
め
弋
考
察
.
し
.

1

^
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く

■■
'
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'

:

:
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先
に
引
用
し
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く
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:
、
：

ソ
彳
ン
，
ン
氏
は
プ
何
故
&

が
そ
め
毂
物
の
對
漬
忐
し
ヤ
吾
夂
の
財
貨
の
受
取
支
螯
ば
歎
い
か
を
說
明
し
て
居
な
，
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'
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■

'

m

t
 

堂

:

.■

同

意

を

滿

足

せ

し■
の
！

-

1

■

着

す
l

i

摩

.:
c

:

v

_

ノ

近代；

依が主張せら

.
れ

？ 

.
} 

_
般

比

承

認

さ

れ

て.

ゐ

.石

見

解

に

從

.

へ
ば
、

.

.ゾ

r
ン
ト
.'ン

が

明

ら

か

た

外

國

の

需

要

狀

態

を
、

.
' 

ぞ
の

,

.

.

.
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.
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现
由
土
し
て
.
示
し
て
ゐ
る
に
ノ
も
拘
ぢ
ず
、
リ
カ
ァ
F

ォ
が
右
.
の'
第
.

〗

.
の.
質
問
に
見
ら
れ
：る
如
き
疑
問
を
提
笼
1

:

て
ゐ
.
名
か
ら
.に
は
；

〔

恐
ら

く

？
：认

为

ナ

ド

ォ

％

へ：

.

外

國

の

需

要

狀

態

に

關.1
.

、
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.ソ

十

ン

ト

ン

の

見

解

に

反

對
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ド
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.
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立

が

、
後

年

の
ケ.

V

ン
ズ
と
オ

ー

リ
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#

へ
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三
|1
|'
擧

會

雜

誌
.
馆
四
十
四
卷
-第
五
躲 

. 

L 

W•

ニ
，

.

0
H

〇
W 

ば
な
し
な
い
，。
先
づ
、
最
初
忙
注
氣
す
ぺ_

き
3|
?

は
、.

こ
の
論&

に
於V

、

ソ
I

ン
ト
ン
と
リ
カ
ア
ド
ォ
を
が
、
亙
に
根
本
的
に
相
容
れ
ざ 

る
立
場
に
立
つ
て
ゐ
る
匕
と
で
あ
る
。
ソ
彳
ン
ト
ン
が
"

彼
の
，理
論
を一

貫
す
る
嚅
耍
側
の
立
場
か
ら
論
t <
る
に
反
し
て
、
リ
カ
ア
ド
ォ 

は
、
铍
串
身
の
供
給
側
の
立
場
で
論
じ
て
ゐ
る
§

で
あ
る
，と
い
ふ
’
こ
と
を
呢
確
に
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
點
は
、
ソ
ー
ン 

ト
ン
に
對
す
る
リ
カ
ア
ド
ォ.
の
第
二
の
質
問
、
卽
ぢ「

し
か
も
风
と
し
て
は
、
か
X

る
不
同
意
の
存
す
る
場
合
に
於
て
、
何
故
、五
！！々

が
吾 

A

の
鑄
貨
0

提
供
を.
承
諸
し
て
'.

相
手
方.
の
不
同
意
を
滿
足
せ
し..
め.
る.
の
で
あ
：る
か
を
、.說
明
す
名
必
要
が
あ
る
で
あ
ら
ぅ
し
と
い
ふ
リ 

力.
ア
ド
ォの

！ ,

暴
か
ら.
も
明
確
に
窺
ひ
知
る
こ
，，4

が
出
來
る
？
ソ
1

ン.
ト
ン.
に
あ_.
つ
て
は
、
厂
鑄
貨
も
財
貨
も
、
相
¥

方
：.(

翁
人
國)

：>

、_

滿
，足

し

て

受

取

ら

れ

、
.
•
需

要
^

れ
る
か
ら
こ
そ
輸
即
さ
れ
る
の
で

'

あ
る
，

こ
れ
に
反
し
て
、

-1

;
.
カ

ア

ド

ォ

に

あ

つ

て

は

ク

鑄

潰

飞

财

貨

も 

:

自

國

に

於

て

有

利.
で

'

あ

る

が

ち
.
.こ
ぞ
輸
出
さ
ル
る
の

^

.

と
^

ふ

供

餘

側

、
雅

调

側

^

で
あ
る
か
ち
、

ソ
へ1

ン
. 

.

ト

ン

の

如

き

需

要

侧

(

輸
入
側

)

：'

の
立
場
に
對
し
、
リ
カ
ア
ド
ォ
が
、
か

\

る

铧

問

を

提

示

す

る

も

蓋

し

當

然

で

あ

る

と

.考

へ

ら

れ

る

の 

で
あ
る
。.

か
く
の
如
き
、
‘

，ソ

ー

ン

ト

ン

と

リ

カ

ア

ド

才'
'と
の
根
本
的
立
場
の
相
違
の
理
解
の
上
に
立
つ

'
で
、

第

一

の

質

問

の

意

味

す

る

と

：
 

'

こ
.

ろ
^

:

;

明

瞭

に

现

解

す

る

事

が

で

き

る

の

，で

あ

る

が

、

資

本

移

動

論

に

於

け

芯

近

代

論

' #

は
、

>

'-
-

<

^

も
.

こ

の

點

を

明

篆

に

把..
8

し
，
て 

居
故
い
と
言
へ
る
の
で
あ

'
つ
て
、

ぐ

れ

が

、

馨

が

誤

れ

る

解

釋

を

試

み

名

に

至

つ

た

原

因

で

ー

ぎ

。
、
陳

.
ち

、

®

.

右

の
 

ソ
ー

ン
ト
ン
に
對
し
リ
カ
ア
ド
ォ
が
提
承
，し

た

第

1

の
質
問
か
ら
乂

1

ゾ
十
ジ
と
リ
カ
兮
ド
ォ

>;
ボ

、
'.
外
國
办

.

蕭

要

狀

態

に

.就

て

見

解

を 

-

異
.

P
,

し
へ
’

前

者

が
^

:

阈
.

の

需

要

狀

態
.
を

不

變

と
.

考
へ
る
に
對
し
、
後
敎
ば

^

ら
く
そ
れ
が

.
•可

變

的

で
.あ

る

と

考
.
へ

.

^

®

:

釋
を
導
く
の
で
あ
る
が
、
か
、
る
理
論
的
推
測
は
、
ソ
ー
ン
ト
ン
と
ル
カ
ア
ド
ォ
と
の
极
本
的
立
場
.
の
相
違
を
*

初
か
：あ
意
斷
せ
ぬ
場
合
'

"

に
は
尤
も
の
こ
と
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
に
.

せ
ょ
、

ソ
ー
ン
_

ト
ン
及
ぴ
リ
カ
ア
ド
ォ
の
桿
本
的
立
場
を
考
慮
す
る
と
廣
に
は
、
到
底
、/.承 

」

認
し
队̂
'

る
も
の
：.で
ぁ
る
。
織
し
、
供
給
、侧

(

輸
川
侧〕

の
立
場
の
み
か
ら
理
論
.$
:

泣
て
\

な
る
リ
カ
ァ
ド
ォ
が
、
需
婴
側
べ
輸
人
側)

.

.

.

の

立

場

に

立

つ

ソ

ー

ン

ト

ン

と

、
外

國

の

譫

耍

狀

態

そ

の

.
も
の
に
つ
い
て
論
じ
て
ゐ
名
と
は

^

へ
.
ら
れ
な
い
か
ら
で

•
あ
谷
。

.

こ

の

場

合

：
に 

於
て
も
、

.

リ
カ
ァ
ド
ォ
は
、
供
給

侧
.(

‘輸
机
側

)

の
立
場
か
ら
考
へ
て
ゐ
る
の

.

で
あ
る
。
リ
カ
ァ
ド
オ
に

_

あ
つ
て

.
は

、.
.彼

の

供

給

側

.に
立 

.

づJ

衡

論

的

立

場4

ら
t

て

、_

際

的

不
_

衡
-

坐
^

た
.
場

合

：
€

^

赚

痗

於

：
^

.

貨

亂
§

:

:

財

麗

呤

不

均

衡

を

通' &
^
 

.

.
て
：鑄

貨

义

は

敗,

の
輸
出
が
宿
利

.
で
：あ

^

が

如

含

狀

態

が

典

じ

名

：
と

で

：

;&
>

か

か
&

&

和
國

_

%

て
« -
3

そ

'

:

,

.
 

C

汴 
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.
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:
'■
:

ム
:

.

.

.
'

人
が
布
利
々
あ
り
、
他
の
財
貨
の
.
，輸
出
が
宿
利
で
必
る
が
如
ぎ
狀
態
が
惹
起
さ
れ
_
る
と
と
に
な
つ
.

て
ゐ
3

の
で
れ̂
,

。
#

づ
て
、
：
リ
カ
：
ァ 

, ^
:

:
:>
;

:
の
立
場
如
カ_

;-

ー|:
國
於
籁_

龙

.名

名

ゼ

彼

の

篇

論

的

立

摄

が

& :
據

へ

：

外

國

の#

耍

狀

«

紀

、
ク

い

；

て
.何

等

考

€

ず

飞

か

^

.

や

ハ

^
^
 ̂

こ

必

#

な

る

の

：
#

あ

る

0

ン 

'
故

长

、
；
.：
が

乂

の

如

免

並

場

か

ぶ

論

ず

：る

リ

翁

テ

ド

.
：̂

_

と

：.つ

ー

て

_

^

と
も
、
そ
れ
は

"

‘
‘

輸

出

さ

れ

た

鑄

貨

义

は

財

貨

が

外

國

で

愛

取

ら

れ

な

い

理

出

と

し

て

は

成

立

ナ

る

も

の

で

は

：な
：い

と

考

ヘ

ら

れ

た

の

で

，

.

含

:0

リ
カ
ァ
-K

ォ

の

立

場

を

斯

く

の

如

で

解P '
し

て

、
,

ば
-
じ

办

，て
我
>

は
、
リ
力
.
.ァ
ド
.
冴
が
ソ
I

ン
ト
シ

'

に
.
對

ぬ
.
て
、「

：何
.
故

外

國

が

： 

;
ぞ

の

#

#

の
_

«

と
^

て

善

身

財

貨

处

瘦

取

-

喜

ば

太

¥

か

裏

で
あ
る
。

-

.

-
• 

‘ 

.
 

, • 

■

 

.

.

か
く
の
如
く
論
じ
て
く
る
な
ら
ば
、
我
々
は
, >

確
信
を
以
て
、
吹
の
如
く
主
張
し
得
る
。
卽
ち
、.■.
リ
カ
ァ
ド
ォ
と
ソ
ー
ン
ト
ン
と
は
、
’
‘ 

外
國
の
需
要
狀
態
そ
の
も̂

に
つ
い
て
論
じ
、
こ
の
點
で
見
解
を
異
に
し
■
た
も
の
で
は
な
：

S

と
い
ふ
事
で
あ
名
。
が
く
て
'
リ
カ
ァ
ド
ォ

-
 

..

.
 

.
'
1

.
-
 

-
-
 

.

.
 

‘

 -
 

•
、
 

•
 

.
 
,
 •
 

-  

•
 V
 V
 .
 

-
 

I
.
 

•

.

が
、
外
國
の
需
要
狀
態
を
可
變
的
で
あ
^
と
考
へ
ヒ
，
x

か
ら
更
に
交
拂
機
構
に
於
け
^

購
買
力
の
移
轉
を
認
め
て
ゐ
，た
と
'主
張
す
芯
近
代 

::

論
象
の
解
_

は
、
へ
，ぞ
ゆ
粮

_

が
牵
ぐ
失
は
淞
涔
办

#

省

冬
::
°
«

聚

送

認
め
、
リ
カ
，ァ
ド
の
.
立
場
を
h

ラ
ン
ス
7

ァ
ー
の
：「

近
代
的
理
論」

と
し
て
、
ド
イ
ツ
暗
償
金
支
拂
を
め
ぐ
つ
て
ケ
イ
ン
ズ
と
論
爭
し 

' 

-
十
：！
典
增
派
ト
ラ
ン
ぺ
フ

>

1
挪
論
の1$
撿

討
• 
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セ

オ

ー

リ
\
の
观
論
の
先
騮
と
し
て
澉
認
す
る
近
代
論
者
の
解
_
も
、
リ
.カ
ァ
ド
ォ
迦
論
の
极
本
的
立
場
ど
把
握
せ
ず
、
|た
^
リ
カ
ァ
ド
：
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' .

V
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•
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.

、

ォ
を
.近
代
规
論
の
側
か
ら
一
方
的
に
こ
乜
つ
け
た
誤
れ
る
解
櫸
で
ぁ
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
'ら
な
い
、。 

-

:
'
:ン；：.こ
：；:
';,ノ

た̂
如
ぐ
で
あ
‘る
。
ドj

フ
ン
ス
フ
.ァ
ー
理
論
に
於
て
、
古
典
摩
派
迦
論
と
近
代
理
論
と
の
.掛
繫
ぎ
.は
、
ソ
ー
ン
V
ン
，=
=ミ
.ル
.
0理
'論
で
：ぁ
5

.\
>」 

< 

、/、/
ル
と
バ
ス
テ
ー
ブ
ル
と
の
對
立
.
1そ
？
ケ
ィ
ン
ズ
と
オ
ー
リ
ン
と
の
論
爭
の
先
驅
と
.し
て

，承

認

さ

れ̂
べ
き
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